
必ム富山県

i 

これからの地域総合福祉を考えよう!
蝿ー富山県民福祉基本計画(i，反称)を策定していま.すー

aξ 
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■
中
沖
知
事
が
団
員
の
一
人
と
し

て
参
加
し
た
北
方
領
土
ビ
ザ
な
し

交
流
訪
問
団
が
、
八
月
二
十
三
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
国
後
島
を
訪

れ
ま
し
た
。

■
訪
問
団
は
島
内
の
発
電
所
や
水

産
加
工
場
な
ど
を
視
察
。
島
内
三

ヵ
所
の
日
本
人
墓
地
で
は
、
先
人

の
労
苦
を
し
の
ん
で
墓
参
し
ま
し

た
。
ま
た
、
島
民
と
の
対
話
集
会

や
運
動
会
に
参
加
し
た
ほ
か
、
夜

は
ロ
シ
ア
人
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
を
体
験
。
島
民
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

■
か
つ
て
多
く
の
県
人
が
北
方
領

土
へ
渡
り
、
昆
布
漁
場
な
ど
を
開

拓
し
た
歴
史
が
あ
り
、
富
山
県
は

北
方
領
土
か
ら
の
引
揚
者
が
北
海

道
に
次
い
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
県
で
は
、
県
関
係
者
の
ビ
ザ
な

し
交
流
へ
の
継
続
的
参
加
や
、
青

少
年
の
相
互
交
流
の
拡
充
に
努
め

る
な
ど
、
北
方
領
土
の
早
期
返
還

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
源
の
森
百
選
」に
も
選
ば
れ
て

い
る
自
然
の
宝
庫
。
昭
和
三
十
五

年
の
有
峰
ダ
ム
完
成
後
、
県
と
北

陸
電
力
に
よ
り
豊
か
な
自
然
が
守

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

■
文
化
村
で
は
今
後
、
森
の
中
で

遊
び
な
が
ら
憩
い
、
学
び
、
自
然

を
守
り
、
森
と
一
体
と
な
れ
る
よ

う
な
多
彩
な
体
験
事
業
が
行
わ
れ

ま
す
。

●
問
合
せ

有
峰
森
林
文
化
村

1
0
7
6（
4
8
2
）1
4
2
0

水洗式公衆トイレとしては日本最高の標高にある
立山一ノ越公衆トイレ。チップ制を導入し、山岳
地でのし尿処理に理解と協力を呼びかけている。

7月に富山を訪問したロシア人青少年と再会
し、握手を交わす中沖知事

早期返還が強く求められる北方領土

国後島�
くなしりとう�

択捉島�
えとろふとう�

色丹島�
しこたんとう�

歯舞群島�
はぼまいぐんとう�

有
峰
森
林
文
化
村
が
開
村

■「
水
と
緑
と
い
の
ち
の
森
を
永

遠
に
」を
基
本
理
念
に
、
大
山
町

の
有
峰
ダ
ム
周
辺
を
森
林
文
化
活

動
の
場
と
し
て
活
用
す
る「
有
峰

森
林
文
化
村
」が
発
足
し
、
八
月

三
日
、開
村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
開
村
式
で
中
沖
知
事
は
、「
共
生

と
循
環
を
五
感
で
感
じ
ら
れ
る

『
い
や
し
の
空
間
』を
創
出
し
、
新

し
い
環
境
保
全
の
あ
り
方
を
世
界

に
発
信
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

開
村
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム「
有
峰
語
り
部
講
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
有
峰
湖
周

辺
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
カ
エ
デ
な
ど

の
美
し
い
森
が
広
が
り
、「
日
本
の

中
沖
知
事
が
北
方
領
土
を
訪
問

国
際
山
岳
年
記
念
全
国
山
岳

ト
イ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
富
山

9月

5～
7日

8月

3日

8月

23～
25日

■
山
の
ト
イ
レ
問
題
を
通
し
て
登

山
や
施
設
整
備
の
あ
り
方
を
考
え

る「
第
四
回
全
国
山
岳
ト
イ
レ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
富
山
」が
、
九
月

五
日
か
ら
七
日
ま
で
県
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

■
五
日
の
基
調
講
演
で
は
、
女
優

の
市
毛
良
枝
さ
ん
が
、「
持
ち
去
ら

ず
、
残
し
て
い
か
な
い
登
山
」を

●
問
合
せ

県
庁
広
報
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
1
3
4

提
案
。
続
く
分
科
会
で
は
、
自
然

と
共
生
で
き
る
登
山
と
ト
イ
レ
の

あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
六
日
に
は

立
山
一
帯
で
現
地
研
修
が
行
わ

れ
、
全
国
の
研
究
者
や
山
小
屋
関

係
者
な
ど
約
百
三
十
人
が
参
加
。

し
尿
処
理
の
先
進
的
な
取
り
組
み

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

■
県
で
は
昨
年
、
立
山
一
ノ
越
に

山
岳
地
の
景
観
と
環
境
に
配
慮
し

た
簡
易
水
洗
式
公
衆
ト
イ
レ
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
利
用
者

の
マ
ナ
ー
向
上
や
使
用
済
み
ペ
ー

パ
ー
の
持
ち
帰
り
運
動
の
啓
発
な

ど
、
自
然
と
共
生
す
る
登
山
を
広

く
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
自
然
保
護
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
3
9
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
あ
り
み
ネ
ッ

ト
」で
は
、
有
峰
森
林
文
化
村

の
最
新
情
報
を
提
供
す
る
ほ

か
、
ネ
ッ
ト
会
員「
有
峰
村
民
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.arim

ine.net/

）

美しい森が広がる有峰湖周辺
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町に残る古い家屋や商店を活用し、中心市街地を丸ごとギャラリーに

仕立てあげ、彫刻や絵画などの美術品を展示する「まちなみアートリ

レー in とやま2002」が県内各地で開催されます。

「
ま
ち
な
み
ア
ー
ト
リ
レ
ー
」
は
、
各

地
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
リ
レ
ー
方
式
で

一
つ
に
つ
な
ぎ
、
地
域
の
魅
力
を
よ
り
高

め
よ
う
と
す
る
新
し
い
試
み
で
す
。
来
訪

者
は
各
地
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
あ
る

町
並
み
や
軒
先
に
飾
ら
れ
た
芸
術
作
品
な

ど
を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
な
が

ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
、
県
の
「
元
気
に
富
山
」

県
民
活
動
支
援
制
度
※

の
助

成
を
受
け
、
八
尾
町
、
婦
中

町
、
井
波
町
、
福
野
町
の
四

町
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
九
地
区
ま
で

リ
レ
ー
の
輪
を
広
げ
、
五
月

に
小
杉
町
、
九
月
に
県
民
会

館
分
館
内
山
邸
（
富
山
市
）

｢旧北陸道アートin小杉｣
実行委員

森永 醸治さん

自分たちが住んでいる町には、歴史・文
化遺産がたくさんあります。古いものの良
さを生かし、地域住民が一体となって盛り
上がれるよう心がけており、最近は町並み
にあった個性あふれる店も増えてきまし
た。今年5月に開催したイベントは、古い
建物を利用し、美術展、木版展、酒蔵でのコ
ンサートなど、町の多くの人の参加を得て
行いました。一つの出会いの積み重ねが人
的ネットワークにつながっています。今後
も町の人に元気と勇気を与えるイベントに
していきたいと思います。

「旧北陸道アートin小杉」に訪れた人の声
●「古い町並みを生かしていて、古さの中
に新しさを感じた」
●「酒蔵の中でのコンサートが良かった。
蔵の再発見になった」
●「建物の木のぬくもりが伝わってきて昔
懐かしく感じた」

現
在
、
県
内
で
は
、
県
、
市
町
村
、
民
間

が
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な「
元
気
活
動
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
今
後
も
「
元

気
に
富
山
」
を
推
進
す
る
活
動
へ
の
支
援

を
行
い
、
富
山
の
元
気
を
全
国
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
庁
総
合
政
策
課

1
0
7
6
（
4
4
4
）
9
6
0
5

まちなみアートリレー in とやま ２００２（今後の予定）�

坂のまちアート in やつお�

のき下アート in 水橋中部�

アートギャラリー in 婦中�

さまのこアート in よっさ�

ひかりの街アート in なめりかわ�

まちなみアート in いなみ2002�

ふくの「市の里」アートフェスタ�

10/11（金）～14（月・祝）�

10/12（土）・13（日）�

10/12（土）～20（日）�

10/19（土）・20（日）�

10/24（木）～27（日）�

10/25（金）～27（日）�

11/1（金）～12（火）�

坂のまちアート in やつお実行委員会�
1 076（454）5138（越中八尾観光会館内）�
ふるさとづくり推進協議会�
1 076（478）0019　�
婦中町教育委員会生涯学習課�
1 076（465）3113�
吉久の伝統的町並を考える会�
1 0766（82）2888�
滑川市商工水産課�
1 076（475）2111�
井波町商工会�
1 0763（82）0184�
福野町商工会�
1 0763（22）2536

町屋の通りの周辺�
（西新町～下新町）�

新大町～中大町のメイン通り�
（水橋中学校から照蓮寺まで）�
婦中町ふれあい館、�
速星駅前通り、安田城跡�
吉久・旧放生津往来�
（万葉線 新吉久停車場近く）�

公園通り商店街（JR滑川駅前）、�
滑川市立図書館�
八日町通り、本町通り�
（瑞泉寺に続く石畳の古い町並み）�
福野町商店街（JR福野駅前の上町通り、�
横町通り）、ギャラリー「市の里」�

事　業　名� 開催期間� 開催場所� 問合せ先�

八
尾
町�

富
山
市�

婦
中
町�

高
岡
市�

滑
川
市�

井
波
町�

福
野
町�

※
「
元
気
に
富
山
」
県
民
活
動
支
援
制
度

元
気
あ
ふ
れ
る
富
山
の
実
現
に
向
け
た
新
た

な
事
業
に
対
し
、
県
が
経
費
の
二
分
の
一
（
限
度

額
百
万
円
）を
助
成
す
る
も
の
。

で
行
わ
れ
た
ほ
か
、
十
〜
十
一
月
に
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ひ
と
味
違
っ
た
ア
ー
ト
に
触
れ
、

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
”ま
ち
な
み
“の
新

し
い
魅
力
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

5月に行われた
「旧北陸道アート
in 小杉」。古い建
物に美術品が飾
られ、お互いの良
さを引き立ててい
る。



地
域
総
合
福
祉
の
目
指
す
も
の�

地
域
総
合
福
祉
の
目
指
す
も
の�

地
域
総
合
福
祉
の
目
指
す
も
の�

今
日
の
福
祉
を
め
ぐ
る
現
状�

今
日
の
福
祉
を
め
ぐ
る
現
状�

今
日
の
福
祉
を
め
ぐ
る
現
状�

「
元
気
な
社
会 

福
祉
と
や
ま
の
創
造
」
を
目
指
し
て�

計
画
を
支
え
る
三
つ
の
柱�
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特
集

「
地
域
総
合
福
祉
」
と
は

こ
れ
ま
で
の
福
祉
行
政
で
は
、
一
部
の

限
ら
れ
た
方
々
の
保
護
や
救
済
を
主
な
目

的
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
児
童
と
い
っ

た
対
象
者
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
日
、少
子
高
齢
化
の
進
行
や
家
庭
・

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
加
え
、
経

済
状
況
の
変
化
な
ど
、私
た
ち
を
め
ぐ
る
社

会
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
一
人
ひ
と
り
の
福
祉

ニ
ー
ズ
が
複
雑
・
多
様
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
問
題
解
決
が
難
し
く

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
対
象
者
別
の

取
組
み
で
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届

か
な
い
場
合
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
医
療
・
保
険
」「
教
育
」「
雇
用
」「
住
宅
」

な
ど
、
福
祉
と
密
接
に
関
係
す
る
分
野
で

の
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
な
ど
、
福
祉
は
身

近
な
生
活
課
題
と
し
て
す
べ
て
の
人
に
関

わ
り
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
平
成
十
四
年
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
県
と
し
て
ま
ず
取
り

組
む
べ
き
福
祉
課
題
と
し
て
、
約
半
数
の

県
民
が
総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
整
備

よ
り
も
、
福
祉
意
識
の
高
揚
や
福
祉
教
育

の
充
実
な
ど
、
ソ
フ
ト
重
視
の
福
祉
施
策

を
求
め
る
声
が
大
き
い
と
い
う
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
は
、
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
元
気
に
生
き
る
た
め
の
財

産
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
身

近
な
地
域
で
、
誰
も
が
必
要
な
と
き
に
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
福
祉
社
会

を
構
築
す
る
た
め
、
家
庭
・
地
域
社
会
・

施
設
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
の
が
「
地
域
総
合
福
祉
」
で
す
。

県
で
は
、
す
べ
て
の
県
民
が
「
幸
せ
に
生

き
る
福
祉
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
平

成
八
年
、全
国
に
先
駆
け
て
県
民
福
祉
条

例
を
制
定
。
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
富

山
県
民
新
世
紀
計
画
や
福
祉
を
め
ぐ
る
現

状
を
ふ
ま
え
、「
地
域
総
合
福
祉
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た「
富
山
県
民
福
祉
基
本
計

画（
仮
称
）」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
厚
生
企
画
課

1
0
7
6
（
4
4
4
）
3
1
9
6
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県
民
福
祉
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
て県

民
福
祉
基
本
計
画
（
仮
称
）で
は
、

県
民
福
祉
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

「
元
気
な
社
会
　
福
祉
と
や
ま
の
創
造
」

を
基
本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
次
の
三
点
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
考
え
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う

県
で
は
現
在
、
県
政
説
明
会
「
一
日

厚
生
部
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
皆
さ

県民福祉基本計画の3つの柱と�
30の実現目標（抜粋）�※ 目標年次は2010年�

参加による福祉の人づくり�

思いやりの心の醸成�
・交通機関で席を譲ったことのある人の割合�
 1998年 51.4％　　70％�

福祉人材の育成�
・介護福祉士県内登録者数�
 2002年 2,003人　　4,500人�
福祉コミュニティの形成�
・地域福祉活動リーダー養成数�
 1999年 299人　　800人�
・ボランティア登録者数�
 2002年 40,793人　　50,000人　　　　など�

人にやさしい福祉のまちづくり�

誰もが安心して暮らせるまちづくり�
・歩道の段差解消率�
 2002年 77％　　88％�
・低床バスの導入車両数�
 2002年 14両　　115両�
�

安心できる福祉のネットワークづくり�

利用者本位の福祉サービスの提供�
・社会福祉法人における苦情解決体制の整備率�
 2002年 65％　　100％�

地域単位の福祉サービスの提供�
・地域福祉計画を策定した市町村数�
 2002年 0ヶ所　　35ヶ所�

保健・医療・福祉の連携�
・質量ともにきちんとした食事をする人の割合�
 2002年 54.3％　　70％以上　　　　　など�

高齢者、障害者の就業、社会参加の支援�
・60～64歳の就業率�
 1995年 57.1％　　62％�

福祉関連産業の振興�
・福祉関連サービス業の事業所数�
 2002年 187事業所　　215事業所　　　など�

上
記
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
の
も

と
、
計
画
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
展
開

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
柱
と
し
て
、

の
三
つ
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
「
施
設
重

視
・
対
象
者
別
」
福
祉
か
ら
「
ソ
フ
ト
重

視
・
横
断
的
」
福
祉
へ
の
転
換
を
図
っ
て

ん
か
ら
ご
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
福
祉
を
ど
う

考
え
る
か
に
つ
い
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
が

認
識
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
中

で
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
な
が
ら
、
役
割
分
担
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

す
べ
て
の
県
民
で
つ
く
る
「
幸
せ
に
生

き
る
福
祉
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

①元気シニアの活動を
応援する「じゃ会（あ）
おCLUB」（新湊市）
②地域ぐるみの福祉活
動に取り組む「みつば
の会」（大沢野町）
③今夏開催された出前
県庁「一日厚生部」② ③

現在県では、県民一人ひとりが住み慣れた地域で安心して暮らせる

社会の実現を目指し、これからの県の福祉施策の基本となる「富山

県民福祉基本計画（仮称）」の策定に取り組んでいます。

すべての県民でつくる「幸せに生きる福祉社会」について、みなさん

もいっしょに考えてみませんか。

48.9％�

34.1％�34.1％�33.5％�
30.2％�28.6％�

25.8％�

■富山県として、まず取り組むべき福祉課題は何か�

（複数回答）�

総
合
的
な
サ

ー
ビ
ス
提
供

体
制
整
備�

地
域
住
民
の
福

祉
意
識
の
高
揚�

福
祉
教
育
の

充
実�

高
齢
者
の
生

き
が
い
対
策�

児
童
の
健
全

育
成�

地
域
住
民
の
福

祉
活
動
支
援�

福
祉
施
設
の

整
備�

「富山県民福祉基本計画（仮称）の策定に�
関するアンケート調査」（平成14年7月）�

0�

10�

20�

30�

40�

50�

60�

●
福
祉
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
、
横

断
的
に
推
進
す
る

●
住
民
の
生
活
圏
で
あ
る
地
域
を
基
盤

と
す
る

●
す
べ
て
の
県
民
を
対
象
と
し
、
県
民

の
参
画
と
協
働
を
促
進
す
る

参
加
に
よ
る
「
福
祉
の
人
づ
く
り
」

福
祉
意
識
の
一
般
化
や
福
祉
を
担
う

人
材
の
育
成

人
に
や
さ
し
い
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

す
べ
て
の
県
民
が
積
極
的
に
社
会
活

動
に
参
加
で
き
る
環
境
整
備

安
心
で
き
る
「
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
」

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
提
供
体
制
の
整
備

「福祉とやま　未来モデル構想」�「福祉とやま　未来モデル構想」�

● 対話型福祉コミュニティの創造�
・ 近所づきあいの再構築�
・ 小学校区で総合的に福祉サービスを提供する�
　「コミュニティ・ケアチーム」の配置　など�

● 富山版「居住型」福祉の実現�
・ 景観や自然を生かした高齢者福祉施設の整備�
・ 誰もが外出しやすいまちづくりを試行する「ふれあ
いモデル地区」の指定　など�

●「利用する福祉」から「創造する福祉」へ�
・ 福祉情報に関する総合的な利用者ガイドの刊行�
・ 地域情報化の促進による「電脳福祉コミュニティ」
づくりの体制整備　など�

①

い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
を
判
断

す
る
た
め
に
、
三
つ
の
柱
を
も
と
に
「
福

祉
と
や
ま
30
の
実
現
目
標
」
を
示
し
、
県

民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
将
来
に
向
け
て
長
期
的
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て

は
、「
福
祉
と
や
ま
未
来
モ
デ
ル
構
想
」と

し
て
提
案
し
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
施
策
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



52002.10

ゼ
ロ
か
ら
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

「
学
生
ロ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
上
空
五
十
キ
ロ
か
ら
百
キ
ロ
の
空

間
で
電
子
が
ど
の
よ
う
に
飛
び
交
っ
て
い

る
か
を
調
査
し
た
。
こ
の
空
間
は
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
観
測
が
進
ん
で
い
な
い

「
未
知
の
領
域
」。
村
上
さ
ん
は
、
受
信
機

を
作
る
た
め
の
基
礎
研
究
を
担
当
し
た
。

「
研
究
室
に
来
た
と
き
は
全
く
の
素
人

で
、
電
波
の
基
礎
を
学
ぶ
た
め
に
ラ
ジ

オ
作
り
か
ら
始
め
た
ん
で
す
よ
（
笑
）」

村
上
さ
ん
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
を
左
右
す
る
こ
と

に
な
る
。
少
な
い
情
報
を
か
き
集
め
て
、

必
死
に
計
算
を
繰
り
返
し
た
。

「
自
分
で
考
え
て
動
か
な
い
と
前
に
進
ま

な
い
。
い
い
経
験
で
し
た
。
研
究
を
通

し
て
自
分
は
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

現
在
、
二
年
後
の
打
ち
上
げ
に
向
け

て
実
験
結
果
の
解
析
を
進
め
て
い
る
。

人
命
を
救
い
、く
ら
し
に
役
立
つ

登
山
者
が
持
つ
発
信
機
の
電
波
を
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
探
査
す
る
山
岳
遭
難
者

探
索
シ
ス
テ
ム「
ヤ
マ
タ
ン
」。
高
木
さ
ん

は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
改
良
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
発
信
機
か
ら
の
電
波
は
、
雪
や

地
形
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
自
身
な
ど
に
干
渉

さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
分
別
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

「
目
に
見
え
な
い
電
波
の
こ
と
で
、
最
初

は
本
当
に
手
探
り
で
し
た
」

ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
や
大
学
構
内

で
の
実
験
を
繰
り
返
す
う
ち
、
見
え
な

い
は
ず
の
電
波
が
「
見
え
て
」
き
た
。

「
こ
の
研
究
が
い
つ
か
人
命
を
救
う
か
も

し
れ
な
い
。
社
会
の
役
に
立
て
る
こ
と

が
嬉
し
い
」
と
高
木
さ
ん
は
言
う
。

砺
波
平
野
に
広
が
る
散
居
村
の
気
象

観
測
を
行
っ
て
い
る
の
は
和
泉
さ
ん
。

屋
敷
林
の
あ
る
家
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
、
観
測
を
行
っ
て
い
る
。

「
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
富
山
に
根
ざ
し

た
研
究
が
し
た
か
っ
た
。
夏
は
涼
し
く

冬
は
暖
か
い
と
い
う
屋
敷
林
の
特
性
を
、

伝
承
だ
け
で
な
く
数
字
で
証
明
し
た
い
」

観
測
に
あ
た
っ
て
、
実
地
計
測
に
適

し
た
家
を
自
分
の
足
で
探
し
回
っ
た
。

快
く
そ
れ
に
応
じ
て
く
れ
た
地
元
の
人

の
あ
た
た
か
さ
に
も
触
れ
た
。

「
研
究
成
果
は
、
近
代
住
宅
や
農
作
業
に

気流�

放射熱�

小川� 小川�

屋敷林による�
西日の遮蔽�

屋敷林による�
南面日射の�
遮蔽�

蒸発散�

蒸発�

屋根・壁等による�
被覆材�

アラスカ大学発射場での打ち上げ
に成功したロケット（全長5メー
トル）。

応
用
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
」

こ
れ
か
ら
も
教
科
書
に
書
い
て
な
い

こ
と
を
勉
強
し
た
い
、と
和
泉
さ
ん
は

言
う
。

地
域
に
還
元
で
き
る
研
究
を

岡
田
教
授
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に

つ
い
て
学
生
た
ち
に
具
体
的
な
指
示
は

し
な
い
。
し
か
し
、
行
き
詰
ま
っ
た
と
き

に
は
方
向
を
示
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
教

授
と
共
に
学
ぶ
学
生
た
ち
に
は
、
教
授

へ
の
強
い
信
頼
感
と
自
身
の
研
究
に
誇

り
を
持
つ
様
子
が
う
か
が
え
る
。

「
ひ
と
つ
の
研
究
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
応
用

が
で
き
る
。
地
域
に
根
ざ
し
た
課
題
か

ら
世
界
標
準
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、
地

域
へ
の
貢
献
な
ん
で
す
よ
」と
岡
田
教
授

は
語
る
。

「
就
職
し
て
も
も
の
づ
く
り
は
続
け
た
い
」

「
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
仕
事
が
し
た

い
」
と
語
る
院
生
・
学
生
た
ち
。
科
学
を

通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
力
が
、
こ

こ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

左より

電磁波工学研究室では岡田敏美教授のもと、院生・学生など15名が、電磁波の基礎
研究とその応用に関する研究を行っている。電磁波とは、電波・赤外線・X線などの
総称で、研究課題も身近な地域の課題から宇宙空間までと実に幅広い。最近では、ロ
ケット実験を通して技術の研修・交流を図るアラスカ大学主催の「学生ロケットプ
ロジェクト」にも参加。今年3月にはメンバーが制作した受信機を積んだロケットの
打ち上げに成功した。

富山県立大学工学部
電子情報工学科
電磁波工学研究室の
皆さん

夏の屋敷林のメカニズム図。これまで
の常識とは違うデータも収集できた。
来年3月にはまとめる予定。
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全国に紹介された�全国に紹介された�

「北アルプスなんでもランキング」コーナーで、単一の
山をめざすコースの標高差ベスト１に欅平から仙人池を
経て登る剣岳（累積標高差2,868ｍ）を、また、登頂
時間の短い山ベスト10で室堂から登る雄山（2時間20
分）など4つのコースを紹介した。

皆さんに郷土の良さを再発見・再認識していただくため、新
聞・テレビ・雑誌などで全国に紹介された富山の話題を紹介し
ます。今回は平成14年7～8月に紹介された話題の中からい
くつかを紹介します。なお、ここで紹介しきれなかったものは
県広報課のホームページでご覧になれます。

初心者から上級者までが楽しめます

首都圏にあるＯＬや女子学生を対象にした置き薬の
アンテナショップを紹介。昔から変わ
らない「富山のくすり」のユニークなパ
ッケージデザインが若い女性に受け、
人気を呼んでいるという。

思わずハマるあのデザイン

学校給食に積極的に地元の食材を使おうとする砺波市の
「地場産給食」を紹介。休耕田を活用した独自のシステム
で高品質の野菜を安定供給し、子どもたち
からも「美味しい」と評判だと伝えた。

地元の食材で子どもを育てよう

■応募方法
ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年令と
本誌の感想を記載し、富山県庁広報課「県広報とやま
10月号クイズ係」まで。
締　切／10月16日（水）（消印有効）

正解者の中から20名の方に、
「水墨美術館観覧券」をペアでプレ
ゼントします。
（当選の発表はプレゼントの発送をもって
かえさせていただきます）

県広報とやまが隔月（偶数月）新聞折込と
なって半年。各号全世帯配布になって良か
ったというご意見をたくさんいただいていま
す。広報誌でお伝えしきれない県の情報に
ついては、月2回（原則第2・4土曜日）の新
聞広報でお知らせしていますので、ぜひそち
らもご覧ください。
なお、県広報とやまは次の場所で無料配布
するほか、郵送での定期購読も受け付けて
います。

主な配布箇所／県庁、県刊行物センター
（県民会館１階）、県の各施設、市町村役場、
図書館、文化ホール、公共温泉施設、主な
ショッピングセンター、いきいきKAN（富
山駅前CIC５階）、JR駅（一部）、富山空港、
東京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法／郵便番号、住所、氏
名、電話番号、購読回数を明記し、郵送
料として１回当たり120円分の切手を同封
のうえ、県庁広報課「県広報とやま　定
期購読係」までお申し込みください。

なお、本号とバックナンバーは、県庁広報課
のホームページで閲覧することができます。

身近な地域で誰もが必要なときに
適切なサービスが利用できる福祉
社会に向けて、家庭・地域社会・施
設等が一体となった取り組みは

「地域○○福祉」です。
○○を埋めてください。

→答えは特集を読めばわかります

今後の予定

「NHKのど自慢 魚津市」
NHK総合、衛星第2、ラジオ第一
11月3日（日）午後0：15～1：00
ゲスト：西城秀樹、瀬川瑛子

「開運！なんでも鑑定団　出張鑑定 in 城端」
チューリップテレビ11月9日（土）正午～午後1：00
むぎや祭り会場の善徳寺からお送りします。

NHK総合「クローズアップ現代」7月24日

サンデー毎日　7月28日号

山と渓谷　8月号

富山県が全国に紹介された情報をお持ちでしたら、ぜひ県庁広報課までお知らせください。

とやまの情報お伝えします！【10月の県政番組・お知らせ】※番組タイトルは、いずれも仮題です。

■新聞広報「県からのお知らせ」
10月12日・26日の朝刊各紙に掲載予定

■富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

北日本放送テレビ
毎週日曜11:00～11:30

チューリップテレビ
第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま
毎週月曜～木曜11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ
毎週日曜 9:00～9:30

6日 障害者福祉の向上をめざして
13日 ふるさとの味を後世に
20日 歴史が育てた薬の文化
27日 わがまち自慢～新湊市～

6日 我が町の自慢
13日 立山の自然を守ろう
20日 食の伝承人
27日 富山に移り住んだ人々

27日 とやまの土木

●県庁広報課への郵便、ご連絡は

●県庁広報課のホームページは

〒930-8501（県庁専用郵便番号、住所記入不要）県庁広報課あて
1 076（444）3134  FAX 076（444）3478 e-mail koho2@pref.toyama.jp

http://www.pref.toyama.jp/sections/1101/1101.htm

さまざまなデータから県民性を紹介するコーナーで、富
山県は持ち家率や家の広さが全国一であることのほか、
「騒音や河川、大気の汚れなどをふだん感じる」人が全
国で一番少ないことを紹介。改めて「住み
やすさナンバー1」を印象付けた。

住みやすさではやはり日本一

月刊ビジネスデータ 8月号

健康・環境・観光をテーマに、読者の投票などにより読
売新聞が全国「遊歩百選」を選定。富山県からは、氷見
市松田江の長浜、黒部市生地、小矢
部市石動の寺と石仏が選ばれた。

ゆっくり歩いてみませんか

読売新聞　8月18日
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本誌は古紙100％の再生紙を
使用しています。

次号12月号は12月上旬に発行予定です。
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「ぼくらの夢帆船」帆船海王丸絵画コンクール2002
【10/2（水）～11/4（月・休）9：00～16：00】
県内の小学生から応募された帆船海王丸の絵画を
展示します。

巨大フリーマーケット
【10/6（日）9：00～17：00】
約200店が参加するフリーマーケットを実施します。

総帆展帆
【11/3（日・祝）】
入園自由 帆船海王丸乗船は9:30～17:00
休 月曜・祝日の翌日（10/14、11/4は乗船可）、11/5
乗船料一般 400円 小・中 200円
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博物館�
　　●�

新港の森�
●�

海王丸パーク◎�
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富山新港�
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太閤山ランド秋祭り“恐竜王国2002”
【10/13（日）、14日（月・祝）10：00～15：00】
親子での恐竜づくり、ふわふわランドでの「遊び」
や、グルメ通りのピザ、カレーなどの「食」を満喫
できます。

ニューゴルフ大会
【10/20（日）9：45～14：00】
ニューゴルフ6種目の競技大会を行います。
参加料 1,000円（昼食代含む）要申込 10/7まで

9:00～17:00
休 火曜・祝日の翌日
入園無料（駐車料金は別途必要）

パスコ●�

◎�
太閤山ランド�

●環境科学�
　センター�

●県立大学�

至富山�至高岡�

至JR小杉駅�

至小杉I.C

至
新
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上村松園・鏑木清方展
【10/4（金）～11/4（月・休）】
東西美人画の巨匠である上村松園と鏑木清
方による二人展。日本人特有の感性によっ
て描かれた代表作67点を展示します。
一般 1,200円／高・大 600円／小・中 300円★

※常設展示もご覧になれます。
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休月曜・祝日の翌日（10/14、11/4は開館）、11/5
常設展示観覧料
一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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｢郷土の日本画家たち｣展
【～11/4（月・休）】
明治から現在に至る富山の日本画の歩みを、
木村立嶽や石崎光瑤から郷倉和子、下田義寛
までの主要作家33名の作品約70点を紹介
します。
一般 500円／高・大 400円／小・中 250円★

※常設展示もご覧になれます。

9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（10/14、11/4は開館）、11/5
常設展示観覧料一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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企画展「カボチャとヒョウタン」
【～10/23（水）】

どんぐりで遊ぼう
【10/20（日）13：00～16：00】
「こま」や「やじろべえ」など、どんぐりを材料
にした楽しいおもちゃの作り方を講習します。
要申込 10/13まで　定員 40名（申込順）

企画展「植物画展」
【11/1（金）～13（水）】
※いずれも入園料が必要です。

9:00～17:00（11月より～16:30）
休木曜 入園料　一般 600円小・中 300円★

R359

◎�
中央植物園�
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★近代美術館、水墨美術館、中央植物園、立山博物館、県民会館分館金岡邸は土日・祝日の小・中学生、高校生の観覧料、入園料は無料です。
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特別展「生と死の祈り」
併設展「こども考古学ラボ」
【10/4（金）～11/10（日）】無料
原始・古代の人々の生と死への祈りを県内外の出土
遺物を通して紹介します。また、子どもたちが考
古資料に直接ふれられる体験コーナーもあります。

記念講演「生と死の祈り」
【10/19（土）13：30～】無料
講師／水野正好（奈良大学教授）
要申込 10/18まで 定員120名（申込順）
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トリックの世界
【～11/4（月・休）】
だまし絵、さかさ絵などの視覚トリックを楽しみます。

プラモデルの世界
【～3/9（日）】
車、飛行機、恐竜などいろいろなプラモデルを見ることができます。

造形ワンダーランド「ムシ」
【10/12（土）～11/10（日）】
さまざまな虫たちのおもしろい動きをテーマにもの
づくりを楽しみます。材料代 100～300円

9:30～17:00
休火曜・第4水曜・祝日の翌日 入館無料
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広野�

北島�

上市川�

薬用植物指導�
センター�

◎�

上市町役場●�

至滑川駅�
富山地方鉄道本線�

北
陸
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動
車
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滑川I.C

上市駅�

身障者用駐車場有り�

車いす用観覧席有り�

車いす対応エレベーター有り�

車いす用トイレ有り� 洋式トイレ有り� ベビーシート有り�

出入り口平坦またはスロープ有り�

とやまのデザイン事始め
くすり文化はおもしろい！
【10/2（水）～11/4（月・休）】
現在のとやまのデザインの原点ともいえる
薬の資料を図柄の意味や背景、歴史などデザ
インの視点から、薬袋、売薬版画など約80点
を展示します。

9:00～16:00
休 火曜
入館料一般 200円小・中・高 100円★

秋の薬草に親しむ会
【１0/27（日）9：30～15：30】無料
薬草に関するさまざまな講習を行います。
・薬草標本園の見学
・薬用酒の作り方と用い方
・薬用植物の育て方
・薬用植物の収穫と加工方法　など
要申込 10/25まで 定員60名（申込順）

9:00～17:00
休 土曜・日曜・祝日
入館無料
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       ◎�
県総合福祉会館�

●市立�
　図書館�城址�

公園�

北日本新聞社●�

●�
県庁�

●�
県民会館�

松川�

至JR富山駅�

至富山大橋�

市
内
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車�

富山県民ボランティア大会
【10/26（土）10：00～18：30】無料
「ボランティア活動強調月間」の総まとめとし
て県民が集うボランティア大会を開催します。
記念講演 講師／藤田 弓子（女優）
テーマ／「いつも何かにときめいていよう」
交流会／ボランティア入門講座など6テーマ
会場／県総合福祉会館福祉ホール ほか
要申込 10/10まで
定員式典・記念講演300名、交流会各テーマ50名程度
※いずれも申込順
9:00～21:00（日・祝は～17：00）
休月曜（10/14、11/4は開館）、10/15、11/5 入館無料

�N響メンバーで聴く名曲コンサートプレイベント
大林修子ヴァイオリンリサイタル
【10/21（月）開演19：00】
NHK交響楽団に所属する国内トップレベル
のヴァイオリニスト・大林修子が、音楽の持
つ「感動」をお伝えします。
曲目／クライスラー「愛の悲しみ」「愛の喜び」

サラサーテ「チゴイネルワイゼン」他
全席自由
一般 2,000円／学生 1,000円　　　　　　　
（当日はそれぞれ500円高）
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企画展「絵図に見る加賀藩と黒部奥山」
【10/5（土）～11/4（月・休）】
江戸時代の「黒部奥山」の様子を絵図により
わかりやすく紹介します。
一般 200円／高・大 160円／小・中 100円★

9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（10/14、11/4は開館）、11/5
一般 650円 高・大 400円 小・中 250円★
※展示館・遙望館・まんだら遊苑の3施設セット券

9:00～17:00
休 土曜・日曜・祝日（会期中は無休） 入館無料
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